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松戸地区 松戸キャンパス 約149,000m²

・〒 271-8510 松戸市松戸 648

・TEL 047-308-8712

松戸キャンパス
JR常磐線・新京成線「松戸」駅近

くにある緑に囲まれたキャンパス

に、 園芸学部と関連する研究施

設が設置されています。 園芸学部

の前身にあたる千葉県立園芸専

門学校の創設時1909(明治42)

年から100年以上の歴史がある

キャンパスです。

新京成線

15

（事務）
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柏の葉キャンパス

柏の葉地区 柏の葉キャンパス 約167,000m²

・〒 277-0882 柏市柏の葉 6-2-1

・TEL 04-7137-8000

113
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
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環境健康フィールド科学センター管理研究棟
シーズホール・農産物直売所「緑

み

楽
らく

来
る

」
柏の葉診療所・柏の葉鍼灸院
予防医学センター柏の葉研究棟
ケミレスタウン実証実験施設
農場運営中央棟
温室
実習作業棟
加工実習棟
高度化セル成型苗生産利用システム
植物工場
植物工場　研修棟A
植物工場　研修棟B
樹木苗木園



CHIBA UNIVERSITY 2017-2018114

共用機器センター (旧:分析センター )

大型分析機器を集中管理し、教育・研究の共同利用に供

するとともに、分析技術の開発研究を行っています。また

教育研究設備の有効利用を促進するため、学内共用機器

の管理支援や、技術者育成も行っています。全国の研究機

関との設備相互利用も行っています。

海洋バイオシステム研究センター

房総半島の鴨川市にあり、銚子市には実験場もあります。

海洋生態系に関する研究を行っており、国内外の研究機

関と連携をはかりながら、主に沿岸域に生息する生物の

生活史について、実験・調査・理論解析を展開しています。

また、研究・教育の場所も提供しています。

バイオメディカル研究センター

免疫・神経・発生をテーマに疾患モデルマウスを用いて、

病気の成り立ちや治療法開発に向けた基礎的研究を行っ

ています。また、学内研究支援センターとしてマウス受精

卵の凍結保存および凍結卵の融解・移植など、発生工学

実験に関する各種研究支援を行っています。

学術研究推進機構
産業連携研究推進ステーション

企業などとの共同研究を含む産・学・官の連携に関する

業務協力の推進や、知的財産の管理・活用に関する業務

などを行い、本学における研究成果の社会的還元を図る

ことを目的としています。

未来医療教育研究センター

基礎科学と臨床医学の間の知の循環に関する教育研究

を行い、将来的にその中核的拠点を担う人材の養成を推

進することを目的とする。センターには、探索的先端治療

学部門・未来医療推進科学部門・未来医療評価科学部門

及び未来医療検証科学部門が置かれています。

再生治療学研究センター

再生治療学研究センターは、再生医学や幹細胞生物学を

基盤とした新しい治療学研究を推進しています。多能性

幹細胞や臓器幹細胞を、基礎医学だけでなく再生医療の

観点から研究するとともに、様々な疾患のiPS細胞を作製

し、病態解析や治療法開発、新薬評価等、革新的治療学

の確立を目指しています。

グローバル関係融合研究センター

難民・移民問題や紛争、格差の拡大や排外主義など、現代

の国際社会が直面するさまざまな危機を、分野横断的、

包括的に分析し解決方法を模索する、本学初めての人文

社会科学系の研究センターです。

附属施設・センター 2017-2018 年度版

総合安全衛生管理機構

本学の環境安全管理と学生・職員の健康支援をする組織

です。学生保健部は保健管理棟を拠点とし、健康診断、カ

ウンセリングを実施するとともに、修学・就業環境を常に

監視し、その保全に努めています。

真菌医学研究センター

病原真菌・放線菌を中心とした各種病原体による感染症

を専門とする研究施設であり、病原真菌などの病原体お

よび宿主生体防御の基礎的研究、真菌感染症を中心とし

た臨床研究などを行っています。また、文部科学大臣認定

の共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者との

共同研究を行うとともに、同省によるナショナルバイオリ

ソースプロジェクト病原真核微生物の中核機関として、世

界最大規模の病原真菌・放線菌の収集・保存・分譲事業

を行っています。

環境健康フィールド科学センター

食と緑と健康を学際的に教育研究する組織として2003 

（平成15）年4月に柏の葉キャンパスに設置されました。

環境・健康・食を通して地域社会の持続性を希求する多

様な活動を展開して、国内外の学部学生、 大学院生に教

育・研究の場所を提供しています。

社会精神保健教育研究センター

当センターは、法システム研究部門、病態解析研究部門、

治療・社会復帰支援研究部門、非行臨床研究部門があり、

精神障害に係る法律や精神鑑定方法、病態解明、治療・

社会復帰支援方法について、法律学や精神医学、精神科

学的視点から教育研究を行っています。

アイソトープ実験施設

本実験施設は平成4年に設立した学内共同利用施設であ

り、放射性同位元素を使用する研究の推進と安全管理・

教育訓練等を行っています。施設内の遺伝子実験室、細

胞・組織培養室、動物実験室、人工気候室、照射室、合成・

化学実験室には、これらの実験に必要な機器が設置され

ており、放射性同位元素を用いた様々な教育研究が実施

できます。また、新たに、分子イメージング研究に適した小

動物用SPECT/CT装置と代謝実験用機器が設置され、教 

育研究環境のさらなる充実を図っています。

子どものこころの発達教育
研究センター

子どもから大人までの幅広い発達段階の人間のこころと

脳に関する教育研究と高度な専門職の養成を進めてい

きます。考え方（認知）、行動、感情、注意等の悪循環による

問題を解決していく認知行動療法を推進します。

分子キラリティー研究センター

本センターは、理学・工学・薬学・医学まで跨る教員で構

成されています。光の「キラリティー」をはじめとする新し

い物理現象を大胆に駆使して新時代の「キラリティー」研

究の開拓、イノベーション創出を目指します。

環境リモートセンシング 研究センター
（CEReS）

人工衛星データをはじめとして、さまざまな地球環境の観

測データをリモートセンシングにより取得し、解析してい

ます。文部科学大臣の認定を受けた共同利用、共同研究

拠点として、データを公開・活用して国内外との共同研究

を実施するとともに、環境リモートセンシング分野で日本

を代表する研究機関として国際的な人材育成にも貢献し

ています。

統合情報センター

学内の共同教育研究施設として発足し、「大学情報企画 

運営部門」、「情報法務・評価部門」、「情報教育部門」、「学

術情報部門」、「高速計算部門」の5研究部門と学術国際

部情報企画課情報基盤室からなり、千葉大学情報基盤の

高度化を推進し、情報中核拠点として先進的役割を果た

しています。

フロンティア医工学センター

工学系と医学系の研究者が協力して、新しい医療画像や

情報システム、治療機器など臨床に役立つ機材やシステ

ムの研究開発を行っています。試作開発・基礎実験部があ

り、研究成果の試作と前臨床試験が行える特徴を生かし

て、多くの研究実績を送り出しています。

予防医学センター

本センターは、平成19年に体の健康、心の健康、健康によ

い環境を研究の三本柱として創立されました。子どもの

健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）や、高齢者

を対象とした日本老年学的評価研究（］AGESプロジェク

ト）、医療・介護情報共有システムSHACHIの開発などの

活動を行っています。また、千葉大学、金沢大学、長崎大学

による先進予防医学共同大学院を設置し、研究や教育を

推進しています。

セミナーハウス山中寮 

山中寮は、山梨富士五湖のひとつ山中湖畔に建つセミ

ナーハウスで、ゼミナール合宿や各種研究会などに利用

されています。壮大な富士山と木々に囲まれており、夏

は避暑地として過ごすことができます。開寮期間4月20

日〜11月10日 ※冬季閉寮しています。

ベンチャービジネスラボラトリー

公募により採択された研究プロジェクトを主軸に、新規産

業創出に向けた独創的な研究が行われています。また、 

「ベンチャービジネス論」「ベンチャービジネスマネージメ

ント」「ベンチャービジネストレーニング」などの講義を展開

し、学生のベンチャーマインドの育成に力を入れています。
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品川駅・東京駅から
JR総武線・横須賀線

（快速）
「稲毛」駅で総武線（各駅停車）

に乗換え「西千葉」駅下車、徒歩
2分（キャンパス南門）

秋葉原駅から
JR総武線（各駅停車） 「西千葉」駅下車、徒歩2分（キャ

ンパス南門）

上野駅から
京成本線（特急） 「京成津田沼」駅で京成千葉線に

乗換え「みどり台」駅下車、徒歩
7分（キャンパス正門）

羽田空港から
京浜急行線 「品川」駅でJR総武線・横須賀線

（快速）に乗換え「稲毛」駅で総
武線（各駅停車）に乗換え「西千
葉」駅下車、徒歩2分（キャンパ
ス南門）

東京モノレール JR「浜松町」駅で山手線又は京
浜東北線に乗換え「東京」駅で総
武線（快速）に乗換え「稲毛」駅
で総武線（各駅停車）に乗換え

「西千葉」駅下車、徒歩2分（キャ
ンパス南門）

品川駅・東京駅から
JR総武線・横須賀線

（快速）
「千葉」駅下車、「千葉」駅東口正

面7番のバス乗り場から京成バス
「千葉大学病院」又は「南矢作」行

きを利用（約15分）、「千葉大医学
部入口」で下車、徒歩1分※

上野駅から
京成本線（特急） 「京成津田沼」駅で京成千葉線に乗換

え「京成千葉」駅下車、JR「千葉」
駅東口正面7番のバス乗り場から京
成バス「千葉大学病院」又は「南矢
作」行きを利用（約15分）、「千葉大
医学部入口」で下車、徒歩1分※

羽田空港から
京浜急行線 「品川」駅でJR総武線（快速）に乗

換え「千葉」駅下車、「千葉」駅東
口正面7番のバス乗り場から京成バ
ス「千葉大学病院」又は「南矢作」
行きを利用（約15分）、「千葉大医学
部入口」で下車、徒歩1分※

東京モノレール JR「浜松町」駅で山手線又は京浜東
北線に乗換え「東京」駅で総武線（快
速）に乗換え「千葉」駅下車、JR「千
葉」駅東口正面7番のバス乗り場 か
ら京成バス「千葉大学病院」又は「南
矢作」行きを利用（約15分）、「千葉
大医学部入口」で下車、徒歩1分※

上野駅から
JR常磐線 「松戸」駅下車、東口より徒歩15分

京成津田沼駅から
新京成線 新京成線「松戸」駅下車、東口より徒

歩15分

総武線市川駅から
京成バス 「松戸営業所（矢切駅経由）」行きを利

用（約30分）、「小山」で下車、徒歩5
分

秋葉原駅から
つくば
エクスプレス

「柏の葉キャンパス」駅下車、徒歩5分

柏駅から
東武バス
イースト

「柏」駅西口2番のバス乗り場から、「国
立がん研究センター」行き（柏44系、
西柏01系）を利用（約20分）、「柏の
葉高校前」で下車、徒歩8分

［交通経路］

西千葉キャンパス 亥
い の は な

鼻キャンパス 松戸キャンパス

柏の葉キャンパス

※薬学部は「千葉大薬学部前」下車徒歩2分

アクセス

至三鷹

至久里浜

至ちはら台

至君津 至上総一ノ宮

至銚子

至水戸

至つくば

至大宮

至府中本町

品川
羽田空港

浜松町

東京 西船橋

市川
東松戸

南船橋

京成津田沼

京成千葉
千葉

蘇我

西千葉

稲毛

津田沼

佐倉

成田空港

成田

新鎌ヶ谷

みどり台

秋葉原

新宿 上野

日暮里

北千住 松戸
南流山

新松戸 柏 我孫子

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

流
山
お
お
た
か
の
森

船
橋

柏の葉キャンパス
環境健康フィールド科学センター

〒277-0882 柏市柏の葉6-2-1

松戸キャンパス
園芸学部

〒271-8510 松戸市松戸648

西千葉キャンパス
国際教養学部・文学部・法政経学部
教育学部・理学部・工学部

〒263-8522
千葉市稲毛区弥生町1-33

亥
い の は な

鼻キャンパス
医学部・薬学部・看護学部

［医学部］ 〒260-8670
［薬学部］ 〒260-8675
［看護学部］ 〒260-8672

千葉市中央区亥鼻1-8-1
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千葉大学の理念
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［hyo23_ 千葉学］［2017 年 6 月 2 日 午前 11 時 49 分］　　三校［訂正なし］
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［hyo14_ 千葉大］［2017 年 6 月 2 日 午前 11 時 58 分］　　三校［訂正なし］


